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▲平成25年8月に広島県で開催された第42回全国消防救助技術指導会で当消防局チームが入賞しました。右下の写真は入賞した競技（種目：ロープブリッジ救出）の訓練風景。

埼玉西部消防局
広報埼玉西部消防組合

（構成市：所沢市・飯能市・狭山市・入間市・日高市）
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●埼玉西部消防局の消防力
　高度救助隊の紹介 ......................................................２
●構成市の最新ニュース .............................................３
●大切な家族を守るために ........................................４
　住宅用火災警報器について
　防炎品の紹介
　春の火災予防運動
●埼玉西部消防組合議会 .............................................４

●災害件数（平成25年中）
区　分 火　災 救　急 救　助

所沢市 86 15,166 182

飯能市 29 3,726 55

狭山市 46 6,492 65

入間市 45 5,811 76

日高市 31 2,241 29

管外 ̶ 18 1

合　計 237 33,454 408

目　次

埼玉西部消防局の消防力
発足９ヶ月、同時に発隊した高度救助隊を
紹介します。（2ページ）
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高度救助隊を発隊しました！
大規模災害に備えて・・・

平成２５年４月１日に発足した埼玉西部消防局では、救助工作車を５台配備しており、そのうち所沢中央消防署
の救助隊を高度救助隊として発隊しました。※災害の状況により構成５市全域が出動の対象となっております。
高度救助隊は、人命救助に関する専門的かつ高度な教育を受けた1隊（５名）×３部制、計１５名で編成さ
れ、高度救助資機材等を備えた救助工作車Ⅲ型を運用し、より高度な人命救助をはじめ、ＮＢＣ災害（Ｎ：原子
力災害、Ｂ：毒劇物災害、Ｃ：化学災害）等の災害や、緊急消防援助隊の救助・特殊部隊に登録しており、他県
で発生した大規模な災害にも出場します。高度救助隊は不測の事態に備え、日々訓練に励み消防局構成５市の
７９万市民の皆様の安全確保に努めてまいります。

●画像探索機

先端に取り付けられたCCDカ
メラと照明により生存者を検索
する器具です。ガス・温度測定、
空気の送気が可能です。

瓦礫等の中に埋まった人が発す
るわずかな音を探知することが
可能です。

熱をカメラを通して見る装置で
す。煙の中など肉眼では見えな
い状況でも人を探すことが可能
です。

呼吸等の微小な心肺の動きを電
磁波で検知し、倒壊家屋や瓦礫
下に閉じ込められた生存者を探
すことが可能です。

●地中音響探知機 ●熱画像直視装置 ●電磁波探査装置
保有している高度救助資機材

埼
玉
西
部

　

消
防
局
の
消
防
力

隊員章

阪神・淡路大震災や、新潟県中越地震、ＪＲ福知山線脱線事故、東日本大震災など、近年、大規模な災害が多発している状況
から、全国的に救助体制の強化を図るため平成１８年４月１日に「救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令及び救助活
動に関する基準」の一部が改正され、中核市及び消防庁長官が指定する消防常備市町村には、従来の「救助隊」「特別救助隊」
に加えて、より高度な知識、技術を有する「高度救助隊」を配置することと定められました。

高度救助隊とは・・・

訓練の様子



埼玉西部消防局

3

平成26年（2014年）2月

発
足
後
初
め
て
の
出
初
式
を
開
催

埼
玉
西
部
消
防
局
・
所
沢
市
消
防
出
初
式（
所
沢
市
）

平
成
26
年
１
月
７
日
、
晴
天
の
所
沢
航
空
記
念
公

園
で
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
出
初
式
に
は
、
埼
玉
西
部
消
防
局
職
員
と
所

沢
市
消
防
団
員
の
総
勢
約
5
0
0
名
が
参
加
し
、
式

典
後
、
徒
列
分
列
・
車
両
行
進
、
救
助
基
本
訓
練
、

消
防
活
動
訓
練
、
一
斉
放
水
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

参
観
し
て
い
た
だ
い
た
大
勢
の
皆
様
の
ご
声
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
岳
救
助
連
携
訓
練
（
飯
能
市
）

11
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
3
日
間
、
飯
能
市
の

有
間
ダ
ム
周
辺
に
お
い
て
、
埼
玉
県
防
災
航
空
隊
及

び
秩
父
消
防
本
部
と
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
山
岳

救
助
連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
情
報
共
有
と
山
岳
地
に
お
け
る
救
助
技
術

の
向
上
を
目
的
と
し
た
想
定
訓
練
で
、
連
携
の
と
れ

た
有
効
な
活
動
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
予
防
の
防
火
パ
レ
ー
ド
実
施
（
狭
山
市
）

11
月
中
に
狭
山
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
各
園
（
保
育

所
）
で
は
、
園
児
保
護
者
延
べ
１
２
６
６
名
が
参
加

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
市
民
の
皆
様

に
対
す
る
火
災
予
防
思
想
の
普
及
と
幼
年
期
に
お
け

る
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
揃
い

の
防
火
法
被
を
身
に
ま
と
っ
た
子
供
た
ち
が
「
火
の

用
心
の
う
た
」
に
合
わ
せ
、
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
た

も
の
で
す
。

大
規
模
演
習
訓
練
を
実
施
（
入
間
市
）

平
成
25
年
度
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

し
て
、
11
月
13
日
・
入
間
市
宮
寺
の
三
井
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
パ
ー
ク
入
間
に
於
い
て
大
規
模
消
防
演
習
を
実

施
し
ま
し
た
。
消
防
部
隊
の
運
用
、
事
業
所
自
衛
消

防
隊
と
県
防
災
航
空
隊
等
と
の
連
携
に
よ
る
大
規
模

施
設
火
災
に
お
け
る
救
出
・
防
ぎ
ょ
活
動
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
の
演
習
訓
練
を
通
じ
て
事
業
所
及
び

関
係
機
関
と
の
相
互
理
解
が
深
ま
り
、
連
携
を
よ
り

強
化
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

土
砂
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施（
日
高
市
）

９
月
７
日
、
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
が
位

置
す
る
行
政
区
を
対
象
と
し
た
土
砂
災
害
訓
練
が
高

麗
公
民
館
で
行
わ
れ
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
、
消

防
団
員
、
消
防
署
員
、
市
職
員
な
ど
約
1
5
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
使
っ
た
救
命
講
習
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出

な
ど
関
係
団
体
一
体
と
な
っ
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

埼玉西部 消 防 局 陸 上部
陸
上
部
（
小
山
幸
一
部
長
）
は
、
部

員
29
名
で
構
成
さ
れ
、
全
国
消
防

本
部
対
抗
駅
伝
で
の
優
勝
を
目
指
し

「
日
本
一
速
い
消
防
隊
」
を
合
言

葉
に
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

平
成
25
年
10
月
29
日
に
県
下
15
消
防

本
部
21
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
行
わ

れ
た
第
11
回
埼
玉
県
消
防
駅
伝
競
走

大
会
で
は
、
雨
の
降
る
悪
天
候
の
中

に
お
い
て
見
事
優
勝
し
、
２
月
に
皇

居
で
行
わ
れ
る
第
25
回
全
国
消
防
本

部
対
抗
駅
伝
で
の
上
位
入
賞
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消防局職員の徒列分列行進救助隊による救助基本訓練

近年ブームの
山登りに注意して
ください

強化された消防力、
隊員の若い力とチームワーク、

一糸乱れぬ部隊行動などを披露
しました

最
新
ニ
ュ
ー
ス

消防隊の
活動に拍手喝采

園児たちの
かわいい
法被姿が好評です

実戦に即した
実りのある訓練と
なりました
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埼玉西部消防組合議会が開催されました。
主な内容は以下のとおりです。また、次回の定例会の日

程が決まりましたら、ホームページ等でお知らせいたします。

◆平成25年第１回定例会（７月30日）
条例２件、財産の取得６件、補正予算１件が審議され、

いずれも原案可決となりました。財産の取得では、更新時期をむかえた老朽
化の進んでいる救助工作車（１台）と消防ポンプ自動車（４台）や高規格救
急車（３台）の更新を行います。

◆平成25年第２回臨時会（９月24日）
条例２件、補正予算１件が審議され、いずれも原案可決となりました。組合職

員の給料の臨時特例に関する条例では、国の地方公務員の給与削減要請を踏ま
え平成25年10月１日から平成26年３月31日まで給料の支給額を減額します。

大 切 な 家 族 を 守 る た め に
◆大切な命を守るために住宅用火災警報器を設置してください。

感知場所：台所
居住者が台所のコンロで天ぷら油を調理中、コンロの火を付けたままその場を離れたため、
時間の経過とともに白煙が発生。台所に設置していた住宅用火災警報器が作動。警報音に
気づいた居住者が１１９番通報をし、火災には至らなかった。

奏功事例

１
感知場所：寝室
共同住宅の居住者が吸ったタバコの火種が寝具上に落下し時間の経過とともに出火。寝室
に設置していた住宅用火災警報器が作動。居住者は外出していたが、警報音に気づいた上
階の居住者が１１９番通報をし、消防隊が消火。布団の一部を焼損したがぼやで留まった。

奏功事例

2
※設置済みの火災警報器の電池切れにも注意しましょう。

防炎品をご存知ですか？

私たちは日頃住宅の中で燃えやすいものに囲まれて生活しています。日常の生活での
ちょっとした不注意が原因となって、多くの火災が発生しています。
住宅火災による死者のうち、衣類や寝具類に着火した火災による死者は約２割です。

その約７割が65歳以上の高齢者の方です。
もし、燃えにくい衣類や寝具などの防炎品を活用していれば命を落とすことがなかっ

たかもしれません。
防炎性能を有する防炎品は、火災の初期段階では、火災の発生を防止し、延焼拡大

を抑制または阻止する効果があり、また、防炎効果により火災の成長を抑制することで、
初期消火や避難などの火災対応を行う貴重な時間的余裕をもたらします。
多くの可燃物とともに暮らしている家庭などの防火対策として、防炎品の上手な活用

をおすすめします。
自動車やオートバイのボディカバーも放火対策の効果があります。

◆寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために防炎品
を使用しましょう。

事例１ 　 台所で調理中にガステーブルの火が着衣に着火し火傷をした。
着衣着火を防ぐために防炎品のエプロンやアームカバーを使用しましょう。

事例2 　 寝室の電気ストーブを点けたまま寝てしまい、布団の端が接触して火災となった。
事例3 　 居間の電気ストーブにカーテンが接触して火災となった。

延焼を防ぐために防炎品の寝具類やカーテンを使用しましょう。

★は住宅の居室に使用できる防炎品

平成26年
 3月1日（土）から
 3月7日（金）まで

春の火災予防運動期間 所沢中央消防署　　　0 4 - 2 9 2 9 - 9 1 3 3
所沢東消防署　　　0 4 - 2 9 9 8 - 1 1 9 2
狭 山 消 防 署　　　0 4 - 2 9 5 3 - 7 1 1 3
入 間 消 防 署　　　0 4 - 2 9 6 2 - 7 2 5 7
飯能日高消防署　　　0 4 2 - 9 7 4 - 7 2 2 1
※各署の予防指導課へ

問い合わせ

防炎品には上のような
ラベルが貼ってあります。

しあわせを

火のしまつ
明日につなぐ

消すまでは
心の警報
ONのまま

★

★

★
★

★

★
★

組合議員名簿
議席番号 氏　名 選出区分 備　考
1 安田　義広 所沢市 議会運営委員会委員
2 末吉　美帆子 所沢市
3 荒川　　広 所沢市 議会運営委員会委員
4 町田　昌弘 狭山市
5 小谷野　剛 狭山市 議会運営委員会委員長
6 栗原　　武 狭山市
7 浜野　好明 所沢市
8 村上　　浩 所沢市
9 秋田　　孝 所沢市
10 齋藤　忠芳 日高市 議会運営委員会副委員長
11 石井　幸良 日高市
12 加藤　由貴夫 飯能市 議会運営委員会委員
13 野田　直人 飯能市 副議長
14 向口　文恵 入間市 議会運営委員会委員
15 宮岡　治郎 入間市
16 近藤　常雄 入間市 議長


